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回避する方向でこれまでほとんど扱ってきませんでした。

しかしゲノム情報がますます充実し、これらの情報が

応用科学分野にもますます活用されて来た現状、例えば

農業作物などは高次倍数性のものが多いですし、2倍体で

もヘテロ接合の状況がその環境適応性や品種特性におい

て重要なキーとなるので、アリルごとに独立したゲノム

アセンブルを達成することが極めて重要になってきます。

倍数体には同質倍数体と異質倍数体があるわけですが、

これらは明確に二分出来るものではなく、実際は領域ご

と連続した量的な差があるものと理解されているようで

す。

進化の過程で倍数化がどのような役割を果たしてきた

か。この理解はまだまだ不十分で、今後倍数化のモデル

系となるものが総動員されて、解析が進み理解が進んで

いくものと思われます。

このワークショップで倍数体に

向くアセンブル手法も把握出来ま

したし、今回、得た知識で倍数体

ゲノムアセンブルへの対応力もつ

けていきたいと思います。

会の参加者は常時190人程度でした。応用分野の人らに

とって今、旬な話題なようです。今後も年2回のペースで

開く予定とのこと、自分も参加を続けたいと思います。

（山口）

Tel： 7670      E-mail：CAI@nibb.ac.jp      Web： http://www.nibb.ac.jp/~analyins/

生物機能情報分析室だより
第66号

「天高く馬肥ゆる秋」

澄み渡る空が広がり、心身ともに心地よい季節がきました！

Functional Genomics Facility

2021年 9月

高次倍数体をどうにかする会2021夏

あとがき

機器の利用状況（2020年度） 主な機器抜粋

テクニカルセミナー報告

7月16日（金）に今年度初となる分析室のテクニカルセ

ミナーを開催しました。参加していただいた皆さん、ど

うもありがとうございました。

今回のテーマはマイクロプレートリーダーの使い方と

いうことで、分析室で所有しているマイクロプレート

リーダーNIVOに焦点を当て、パーキンエルマージャパン、

プロメガの担当者の方に装置の説明と利用できる試薬に

ついて説明していただきました。

NIVOは発光、吸光、蛍光を

測定できるプレートリーダー

で様々な実験用途に使用でき

ます。

これまで質問の多かった各測

定におけるマイクロプレート

の選択基準についても解説いただきました。

また、新しく開発されたNanoLucルシフェラーゼを用い

たレポーターアッセイについてもNIVOで対応可能です。

NanoBRETを使ったタンパク質間相互作用解析など実施し

たい実験がありましたら是非分析室にご相談ください。

この機会にさらに多くの皆さんにマイクロプレート

リーダーを利用して頂けると嬉しいです。今後も分析室

では様々な研究に役立つテーマのテクニカルセミナーを

実施予定です。次のテクニカルセミナーへのご参加もお

待ちしています。（森祥伍）

すっかりリモートセミナーが定着し、誰でも最新情報

にアクセスできるようになりました。その中でも「分析

室が主催するテクニカルセミナーの意義とはなにか」を

考えながら次の企画を準備しています。

（森友子）

経文を書写する会に縁があって参加しています。

毎回異なる静まりかえったお寺の本堂で、コロナ禍の

ため延期しながら、ふた月に一度2年間で一冊の行程です。

今までお寺にお参りすることはあっても、経文を解読

する機会はなかったので、書写した後、その部分の講義

の奥深さに感銘して、童心にかえって新鮮な気持ちにな

ります。（市川）

7/10に「高次倍数体をどうにかする会 2021夏」という

オンラインワークショップに参加しました。

私たちは多数のゲノムプロジェクトを遂行しています

が、NIBBがメインで扱う生物種は、生物学的に面白い現

象を持った生物種という観点が最優先され、解析手法は

出来る限りモデル的に単純化出来ることを重視して行っ

てきたと思います。

ゲノムシーケンスなら如何に良質な極長鎖DNAを単離し、

最先端のアセンブルツール等の手法に当てはめて、最終

ゴールは染色体レベルのアセンブルを達成する、という

ことになります。その観点では高次倍数性なんていうア

センブルでの問題をより複雑にするものは、出来る限り


